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研究により得られた成果の今後の活用・提供 

     本年度に得られた結果の一部は，2021年に実施される４学会で発表する予定である。また， 
「アピアランスケアガイドライン 2021年版」は，2021年 4月以降，外部評価委員会及び             
パブリックコメントの段階を経て，秋に刊行予定である。本研究により，代表的ながん治療に 
伴い生じる様々な外見の症状に対し，その治療法から日常整容行為までを，患者の QOL という 
視点から連続性を有するもの とし て捉えたガイドラインが完成し，患者支援に生かされる。 
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研究により得られた成果の今後の活用・提供 

   21年10月に刊行された「アピアランスケアガイドライン2021年版」については,2023年には 
Mindsガイドラインライブラリーにて公開される予定であり,広く患者支援に活かされることとなる。 
研修効果が確認されたe-learningプログラムについては,今後実装に向けリリース方法等検討する。 
アピアランスケア導入の阻害要因促進要因の検討及び,患者対象調査の結果については,院内・地域 
連携モデルの作成に反映させていくほか,患者支援ツールの開発にも活用する。 
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研究により得られた成果の今後の活用・提供 

    本研究で検証された，医療機関にアピアランスケアを導入する際の阻害，促進要因の分析に 
ついては，令和 5年度に実施されるアピアランスケアモデル事業について，実施施設での 
より効果的なアピアランスケアの効果的な情報提供・相談支援作りに活用する。 
また，アピアランスケアe-leaningプログラムについては，令和5年度に実施されるアピアラ 
ンスケアモデル事業実施施設の教育研修プログラムとして提供される。その後はがん治療を 
行う医療者に向け一般公開される計画である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                                                          
 
 
                    
                                                                                               
 


